


高専は特殊な学校ではありません。しかし、好きな
こと、興味のあることを15歳から学修でき、自分の
才能を見つけその能力を最大限伸ばすことができる
場所という意味では、特殊な学校かもしれません。
北九州高専は、5年間でロボット、AI、IoTなどを
学び“デジタルものづくりのできる”人財”を育てて
いる学校です。君も北九州高専で自分の才能を見つ
け最大限伸ばしてみませんか？

北九州高専では2年次後期からのコース選択を見据え、一般的な教養科目の他に幅広い
専門分野の基礎を学ぶことができます。それぞれ興味のあるコースに分かれた後は、
より深く実践的な学びを得ることができる魅力的なカリキュラムが用意されています。
また、部活動などは3年生までは普通の高校と同じ大会に参加することができます。



ここ北九州高専では、自分の「したい」を追求することができます。
部活動の数が豊富で、その一つ一つがそれぞれの部の「したい」を
深くまで考えて実行しています。学生一人一人が主体となって、部
活動だけでなく行事までも運営しているので、中学校では味わえな
かったような体験ができます。
それは学習面においても同じで、週に1回、2時限の工学基礎実験
では、各5コースの学習を週替わりでしていきます。電子回路の作成
やプログラミングなど、コースによって内容が異なり、その全てが
専門的でとても楽しく面白いです。勉強は簡単！　とは言えません
が、先生方の丁寧な説明でしっかり理解することができます。
自分の「したい」を楽しみながら追求し、夢へと近づける北九州高
専で、あなたも一緒に学習し、さらなる一歩を踏み出してみません
か？

私は中学の時から理科が好きで、進学しても沢山実験や理系科
目の勉強をしたいと思ったので北九州高専を志望しました。
私の思うこの学校のいい所は自由度の高さだと思います。1日
の授業数は3、4コマで、14時半頃には授業が終わる日もあり
ます。放課後は部活をしたり、友達と遊んだり自分のしたいこ
と、好きなことを自由にできます。さらに、学校行事も学生が
主体となって行うのでとても楽しいです。
また、北九州高専では1､2年生のうちは共通した専門科目を受
け、高学年になると5つの専門コースに別れるのでしたいこと
や興味のあることをじっくり見つけることができます。理科や
数学が好きな人、得意な人、ぜひ北九州高専へ来てみませんか？
学食の肉うどんもとても美味しいですよ。



私が高専に入学した理由は、小さいころからモノを作ること
が好きだったからです。高専は実験や実習が多いので、自分
の好きなものづくりにゼロ距離で触れることができました。
高専に来てよかったと感じています。私の所属する知能
ロボットシステムコースでは、機械、電気電子、情報分野の
知識を学び、それらを統合する技術を実践的に身につけるこ
とができます。スマホやパソコン、自動車などの身の回りの
様々なモノは、これらの分野の技術が組み合わさってできて
いて、どの分野も欠かすことはできません。
私はこのコースで身につけられる幅広い知識と技術は、「複
雑化するシステム」「機械化していく社会」では大きな武器
になり、今後もっと必要とされると思っています。みなさん
も高専に入学して将来の武器を手に入れましょう！

知能ロボットシステムコースは、「機械」「情報」「制御」
といった幅広い知識や技術を身につけることができます。知
能ロボットシステムコースに入って良かったと思うことは、
その名の通りロボット作りができるという点です。3年生で
はロボット作りに必要なプログラミングや機械工作などの知
識を学びます。4年生では実際に学生だけでロボットを作成
し動かすといった授業もあります。現代の社会では一つの分
野の知識だけを持っている技術者より、広い知識を持ってい
て即戦力になる人材が求められています。知能ロボットシス
テムコースは現代の社会のニーズに合致しているコースなの
でとてもおすすめです。
私は実際にこのコースに入り、ロボットのことを沢山学びロ
ボットのことにもっと興味が湧きました。ロボットに興味が
ある君も知能ロボットシステムコースに入ってロボット産業
を一緒に盛り上げていこう！

あなたは機械をつくれますか、操作できますか。私たちなら
できるんです。私たちは普段から設計工学や機械力学などの
機械を作るための専門的な勉強をしています。実習ではそれ
らの授業で学んだ知識を活かして、3次元CADを用いての設
計や製作を行っています。授業での内容が実習に登場したり
するので、経験をもとに理解を深めることができます。
また、機械創造システムコースと聞くと女子学生が少ないイ
メージを持つかも知れませんが、そうでもないんです。みん
な仲良くのびのびと学校生活を送っており、男子学生ともす
ごく仲がいいんです。就職先も車関係から化粧品関係、医療
関係まで様々な選択肢があります。進学という選択肢もあり
ます。そんな機械創造システムコースで、たくさんの経験や
知識を積み重ね、自ら機械をつくり操作できるエンジニアを
共に目指しませんか？

お待たせいたしました、お待たせしすぎたのかもしれません！
なぜ私がここにいるかジーニアスな皆様はお気づきかもしれ
ません。そう、機械創造システムコースのお話です。普通の
中学生からエンジニアの卵まで成長できるこのコース。常に
楽しく、体育祭では総合優勝し続けるこのコース。実にパワ
フルでナイスなコースです。
機械創造システムコースでは機械を作る、使う知識を身につ
けます。さらに、その知識を基に実験、実習を通して経験を
積み重ねることができます。最終的には5年生ではダンボー
ル箱を運ぶ駆動装置を設計から加工、組み立て、運転までで
きるようになります！
みんなでエンジニアになろうじゃないか。私はこの事をなに
よりもみなさんに訴えたい！さあ！機械創造システムコース
に入ろうじゃありませんか！



スマートフォン、アプリ、通信技術などICTは私たちの生活
に欠かせないものとなっています。そんなITについて学び自
分の手で未来を切り開いていくのが情報システムコースです。
授業ではパソコンなどコンピュータの仕組みについて座学、
実験を通して学びます。また、C言語を中心としてプログラ
ミングを基礎から学ぶことができるので「やってみよう！」
と思ったときに低いハードルで挑戦することができます。高
専は、広い分野に興味を持てる・取り組める人や、実際に手
を動かしてものづくりをしたいと思っている人におすすめの
学校です。高校より専門的なことを学べ、さらに、授業は
遅い日でも16:15に終わるので自由な時間がとても多く、
様々なことにチャレンジできる環境になっています。その中
でも情報システムコースはコンピュータやプログラミングに
興味がある人におすすめです。

私達の生活において欠かせない物となったスマホやパソコン
をはじめとする電化製品はプログラムや回路、通信といった
様々な技術の上で成り立っています。これらの技術は日々進
化を続けており今日の最新技術も翌月には当たり前の技術に
なっているかもしれません。そんな高速で移り行く世の中で
生きていく私達に求められる力は『物事を多角的に捉える視
線』と『それを正確に分析する知識』だと私は考えます。
情報システムコースではプログラミングや通信、制御、
電気・電子回路など様々な分野を幅広く学習します。さらに
インターンシップや実験によって、授業で学んだ知識を実践
形式で活用する力も身につけることが出来ます。これからの
未来を担う若者としてあなたも私たちと一緒に学んでみませ
んか？

家電製品、スマホ、パソコンなど私たちの身の回りは電気で
溢れています。近年、技術の進歩により様々なものが自動化
されてきてどんどん便利になってきていますね。そんな幅広
い分野で欠かせない電気というものを学ぶのが電気電子コー
スです。電気、電子、情報、機器、エネルギーなど電気に関
する知識を身に付けることができます。実験では実際にモー
ターや発電機を操作したり、プログラムをしたり、自分達で
回路を組んだりします。実験のレポートを書くのは大変です
が、自分で調べて考えて書くことで学んだ知識をより深める
ことができます。また、電気電子コースは体育祭などの学校
行事はとことん楽しむコースです。みんなで一丸となって取
り組む行事はやりがいがあってとても楽しいです。
みなさんも電気電子コースで勉強や学校行事など学生生活を
より充実したものにしませんか？

高専の良い所は人との繋がりだと思います。高専の教育課程
は5年間で、コースが別れてからは卒業まで同じクラスで学
校生活を送ります。卒業までの数年間を同じ教室で学んだ友
人との絆はより一層深くなります。また他の高校や大学と比
べて特殊だと実感するのが、高校生から大学生の年代が同じ
学校に存在するという事です。本来なら居合わせる事のない
年代ですが、共に日々の学校生活を過ごし、学校行事、部活
に取り組む中で幅広い年代と交友を深めることができます。
幅広い人達との繋がりからは授業で学ぶ事とは違った学びと
気付きを得ることができ、自分の人生に刺激を与えてくれま
す。社会に出れば学年という区切りはなく、より多くの年代
の人達と関わることが必要となります。そう考えると、高専
は専門知識だけでなく社会に出るための学びが多く得られる
学校だと思います。



専攻科では、共通選択科目に加えて、専門分野毎に3種の領
域があり、自分の選んだ領域から科目を選択して受講するこ
とが出来ます。そのため、自分のなりたいエンジニア像に合
わせてより深く勉強することが出来ます。研究面についても
専攻科は本科を含め最大3年間研究に専念できます。さらに、
本科とは違い、他分野の人の発表を通して多様な視点を取り
入れることが出来ます。また、専攻科では充実したグループ
ワークを行えます。他学科の人とグループを組んで企画を作
る生産デザイン工学演習では、コミュニケーション能力や情
報収集・伝達能力といった、社会に出て必要とされる能力を
磨くことが出来ます。
最後になりますが、専攻科では広い視野からの問題解決能力
を持つエンジニアになる最適の環境が整っています。皆さん
も専攻科で自分を磨きませんか？

専攻科では自身が専攻してきた専門科目の知識・技術を学べるだけ
ではなく、他分野の横断的な融合複合知識を習熟させることができ
ます。昨今の社会で見出される課題は、単純な事象ではなく、様々
な因子が絡み合い複雑化しています。従って、その課題を解決しよ
うとすると自身の専門科目が一つだけであるとするならば対応でき
なくなってしまいます。本専攻科で習得可能な融合複合知識を駆使
しなければなりません。
しかしながら、あくまで融合複合知識を習熟できるというのは、課
題解決のためのツールにすぎませんので、それを実際に応用・習慣
化できるようにならないといけません。専攻科では、学業とは別に
比較的自由な時間を確保でき、自身のキャリアアップに通ずる
”チャレンジする機会”を得ることが可能です。私もこの機会を利用
して、長期インターンシップや高専インターカレッジ、KIC事業、
JETRO主催の起業プログラム等、様々なチャレンジを行い、実践的
な課題解決能力を育成することができました。
そして最後に自身の専門の研究に計3年間打ち込めることも強みで
す。あなたも専攻科で、学業(融合複合知識を習熟)→チャレンジ(実
践的課題解決)→研究(専門技術の習得)というサイクルを回し、社会
に出て重宝される人材になりませんか？

中学生の時、化学についてもっと深く知りたいと興味を持っ
ていたことから高専を選び、３年生になって物質化学コース
を選択しました。現在では、座学と実験を通して、より専門
的な知識や装置を使って技術を学んでいます。また、５年生
では研究室に配属され、学んだ知識や技術を活かして、より
深く化学に触れることができます。　
化学に興味はあるけど難しそうだと思っている方もいるかも
しれません。しかし、その心配は必要ありません。物質化学
コースの先生方は接しやすく、質問しに行っても丁寧に対応
してくれます。
自分自身も先生方やクラスメイトに支えられながら、楽しく、
充実した日々を過ごしています。
化学についてもっと知りたいと思う方は、ぜひ物質化学コー
スに入って化学ライフを送ってみませんか？

私は中学の頃理科の実験が好きで、高校でも実践的な授業を
たくさん受けられるところに行きたいと思い、高専を選びま
した。その中でも物質化学コースは先生が手厚く対応してく
れるので、難しい実験でも安全に楽しく実験ができます。ま
た、物質化学コースは女子の割合が高いのも特徴です。その
ため女子が活躍できる進路の選択肢も広いです。
洋服や化粧品などが作られる時、料理を作る時、様々なとこ
ろに化学の力は隠れています。化学の世界では「もっと甘い
苺が食べたい」や、「もっと肌が荒れない化粧品が欲しい」
という望みを達成することが立派な研究対象になります。
もし、将来、今より便利な生活を作りたいなと思っているな
ら、ぜひ物質化学コースをオススメします。










